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概要	
  
近赤による円偏波成分(CP)の観測、大質量から小質量までカバー。	
  
南アにあるSIRPOL	
  14m望遠鏡。	
  
	
  
円偏波のパターンは4つあるよう、	
  
1.	
  CP領域は0.65	
  pcまで広がっている	
  
2.	
  CPは20%まで高い	
  
3.	
  CPは大質量星から小質量へ減少する	
  
	
  
これらは星形成領域での高いCPを生み出すdichroic	
  exSncSon	
  modelと一致する	
  





CARMA	
  Large	
  Area	
  Star	
  FormaSon	
  Survey:	
  Structure	
  and	
  KinemaScs	
  
of	
  Dense	
  Gas	
  in	
  Serpens	
  Main	
  
Kathaerine	
  lee	
  et	
  al.	
  	


概要	
  
N2H+,	
  HCO+,	
  HCNによるSerpens	
  MainのCARMA干渉計観測	
  
ガスは二つのサブクラスターに集中(NW	
  and	
  SE)、SEはNWに比べてよりフィラメントの
構造をしており、より複雑な構造をしている	
  
dendrogramによるN2H+のクランプ同定でSEはより高くヒエラルキカルな構造をしてる	
  
また、サイズ-­‐線幅関係はフラットだが、サイズ-­‐中心速度には相関がある（ラーソン則
は中心速度の影響）、0.15	
  pcがフィラメントの典型的な奥行き	
  
	
  
フィラメントは二つに分類できる	
  
1.  速度勾配が大きい	
  
2.  質量が小さい	
  
3.  臨界線密度程度	
  
またはその逆	
  
その逆では原始星が付随していることから	
  
重力不安的で星形成している	
  



中心速度	
 線幅	

サイズ-­‐線幅or速度関係	


出んドログラムによるコアの同定	




Hyperfine	
  excitaSon	
  of	
  N2H+	
  by	
  H2:	
  Toward	
  a	
  revision	
  of	
  N2H+	
  abundance	
  in	
  
cold	
  molecular	
  clouds	
   	
   	
   	
   	
  Lique	
  et	
  al.	




	
  MIGRATION	
  AND	
  GROWTH	
  OF	
  PROTOPLANETARY	
  EMBRYOS	
  II:	
  
EMERGENCE	
  OF	
  PROTO-­‐GAS-­‐GIANTS	
  CORES	
  VERSUS	
  SUPER	
  EARTHS'	
  
PROGENITOR 	
   	
   	
   	
   	
  Liu	
  et	
  al.	


太陽系に似た系では15-­‐20%でgiant	
  planetが存在する。core	
  accreSon	
  modelでは巨大惑
星を作るためには地球の10倍のコアが必要でガスを集める。	
  
1.  ガスやダストのbuilding	
  blockは十分に存在	
  
2.  gas	
  giant’s	
  barrierはおそらくsuper	
  criScal	
  coreへ到達させる合体ができるかによる	
  
3.  super	
  Earthはおそらく、ガスが枯渇する前に効率的なaccreSonを始めるのに十分な質
量へ到達しなかった失敗したコアである	
  

	
  
惑星に成り立つ前の原始惑星系のembryosは広範囲にmigrateしたという仮説に基づいて
モデルを構築。コードはunied	
  viscous-­‐irradiaSon	
  disk	
  modelとembryo-­‐disk	
  Sdal	
  interacSon
に基づいたHermite-­‐Embryo	
  codeを構築した。このコードの目的は	
  
1.  embryosのmigraSonによる収束	
  
2.  それらが出くわし一緒になることをシミュレートする	
  
太陽型星や巨大ガス惑星となるsuper	
  criScal	
  massのコアは原始惑星系円盤内で比較的
高い質量降着(10-­‐7	
  Msun/yr)で形成されるが、super	
  Earthでは平均運動共鳴壁と
retenSon	
  efficiencyによる小さな質量降着率でのnatal	
  diskから形成される可能性が高い	




Very	
  Large	
  Array	
  and	
  Jansky	
  Very	
  Large	
  Array	
  observaSons	
  of	
  
the	
  compact	
  radio	
  sources	
  in	
  M8	
  	
  	
   	
   	
  Masque	
  et	
  al.	


概要	
  
UCHIIであるM8領域をVLAの連続波の観測を30年間続けた	
  
二つのコンパクトな天体を同定、一つはO7	
  Her	
  36に付随、一つは原子惑星円盤があ
るG5.97-­‐1.17	
  
時間変動はなかった	
  
Her	
  36radio	
  emissionと近赤あるいはX線の位置から少しオフセットしており、強いwind
によるinteracSonかもしれない。	
  
G5.97-­‐1.17はthermal	
  とnon	
  thermal	
  emissionがmixしている	
  
Her	
  36のcollimateされた星風の光乖離flowによるショックが加速され、シンクロトロンを
生成しているかもしれない	
  



NWは6	
  cmで弱い→posiSve	
  index	
 spectral	
  indexが南側で高い	


mass	
  loss	
  rateが低く、posiSve	
  indexの
勾配が見られるので、non	
  thermal	
  
emissionはphoto	
  evaporaSonによる？	



